
東京都立立川高等学校定時制

３学年選択・保健 ２ 単位 対象学年・組 ３学年選択

現代高等保健体育（大修館書店）

５．食品衛生活動のしくみと働き　　６．食品と環境の保健と私たち

の健康を適切に管理し、改善していく資質や能力を育てる。

９．喫煙と健康　　１０．飲酒と健康 　に対し振り返りながら学習を行い、学んだことを

　２．生涯を通じる健康 　れるようにする。

１．思春期と健康　　２．性意識と性行動の選択

９．医療制度とその活用　　１０．医薬品と健康

４．学習者への注意

１．遅刻、欠席、早退等ないようする。

２．資料やプリント等は授業の参考にさせる。

３
　
学
　
期

２０ 時間

９．健康的な職業生活

３．健康被害の防止と環境対策　　４．環境衛生活動のしくみと働き

７．働くことと健康　　８．労働災害と健康

１．大気汚染と健康　　２．水質汚濁・土壌汚染と健康

　３．社会生活と健康

３．必要な感染症対策を実践させる。

５．評価の観点・方法

１．出席状況、授業態度、提出物等を総合評価して判断する。

１１．さまざまな保健活動や対策

１９．交通事故の現状と要因　　２０．交通社会における運転者の資質と責任 　ら自ら生活できる力を養う。

　１・２年次の学習を踏まえ、新しい資料やトピッ

２３．心肺蘇生法　　２４．日常的な応急手当 　ク等を示し、生徒が興味を持って学習を深めら

２
　
学
　
期

26 時間

１５．欲求と適応機制　　１６．心身の相関とストレス

２１．安全な交通社会づくり　　２２．応急手当の意義とその基本

７．高齢者のための社会的取り組み　　８．保健制度とその活用

５．家族計画と人工妊娠中絶　　６．加齢と健康

１１．薬物乱用と健康　　１２．現代の感染症

１３．感染症の予防　　１４．性感染症・エイズとその予防

　自己の意思決定や行動選択に結びつけられる

３．結婚生活と健康　　４．妊娠・出産と健康 　　社会的な問題と保健の授業における学習と

　ようにする。

　特に、性に関わる分野においては、道徳的・人

　の関連付けを行っていき学習の深化を図る。

　　生徒の実態や学習内容に合わせ、プリントな

１．私たちの健康のすがた　　２．健康のとらえ方 　どの教材を作成し、理解を深める。

　　学習内容として、実生活に即した内容が多い

　ため、発問や考察の機会を活用し、自身の生活

１７．ストレスへの対処　　１８．心の健康と自己実現 　権的観点からも考察を深め、健康に留意しなが

７．運動と健康　　８．休養・睡眠と健康

３．学習内容と学習上の留意点

予定授業時数 学 習 内 容

を理解できるようにする。

１
　
学
　
期

24 時間

　１．現代社会と健康

３．健康と意志決定・行動選択　　４．健康に関する環境づくり　　

５．生活習慣病とその予防　　６．食事と健康

令和5年度　年間授業計画

教 科 ・ 科 目

教 科 書 教科担任

学 習 上 の 留 意 点

阿部あけみ

１．目　　　標 個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし、生涯を通じて自ら

２．学習の到達目標 生徒が自らの健康を適切に管理すること及び、健康を改善していくことが重要であること


